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はじめに


　一種の職業病なのだろうか、辞書の仕事をしていると、テレビやラジオなどで使っていることばがつい気になってしまう。と言っても、間違った使い方を指摘したいとか正したいとか思うわけではない。他人がしゃべることばに、意味や使い方に関しての新しい発見がしばしばあるからである。従来なかった言い方や意味の広がりを知ったときの驚きや感動はことばでは言い表せない。かなり重病だと自分でも思う。




　本書で取り上げた語もまた、従来なかった意味がかなり広まっているもので、それをテレビやラジオなどでもしばしば確認することができるものばかりである。

　これらの語の中で、「号泣」「爆笑」「にやける」「失笑」などといった、泣いたり笑ったりする状態を表す語に意味の変化が比較的多く見られるのはけっこう面白い現象だと思う。どうしてそういうことになるのか。ことばによってその理由は様々であろうが、あまり意味をよく考えずにコミュニケーションを成り立たせてしまったところに、従来なかった意味が拡散してしまった原因があるような気がする。それが良いことかどうかはわからないが、それで特に不便を感じていない（であろう）ところが、人間のコミュニケーション能力のすごさだと思う。ただ、ほんとうにそれでよいのかという疑問は残るが。

　とは言っても、その使い方は誤用だよ、などと人のことば遣いにその都度目くじらを立てても、ことばに関する知識など、みなかなり中途半端なものでしかないのではないか。私なども「ことわざの誤解」でカミングアウトしたのだが、30数年間辞書に関わっていても、ことばについて誤解していたり、知らなかったりすることは山ほどある。とうにご存じの方にはそんなことも知らないのかと思われる内容かもしれないのだが。




　ことばにはなぜか他人の誤用を黙って見過ごせなくしてしまうという、人を惑わせるおかしな磁力のようなものがあるのではないかという気がしないでもない。だが、他人の間違いをいちいち指摘するのではなく、そのことばは本来はこうなんだけど、こういう使い方もあるよねという温かい心で対応したほうが、精神的にもいいのではないかと思うのだが、いかがであろうか。




　本書でそのような寛大な気持ちを涵養かんようしていただければ幸いである。





二〇一五年三月吉日


神永　曉


「捨て石」


　古い話で恐縮だが、民主党政権時代に野田のだ佳彦よしひこ氏が総理大臣を務めていたとき、若手企業経営者の会合で、環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）交渉参加と消費税率の引き上げなどについて「捨て石になってけりをつける」と挨拶するということがあった。首相の強い決意を感じさせる発言ではあったが、そのとき正直言って「捨て石」ということばにいささか違和感をもった。というのは、「捨て石」は意味が揺れていることばで、その威勢のよさとは裏腹に、総理の意図が必ずしも正確に伝わってこない気がしたからである。

　そもそも「捨て石」とは『日本国語大辞典』1（小学館、以下『日国』）によれば、「道ばたや、野や山にころがっている、誰も顧みない岩石」のことで、文字通り何の役にも立たずに捨て置かれた石のことである。だが、一方では一見無用のようでいて実は何かの意味をもたせるために据え置かれる石のことも言う。たとえば日本庭園で、風趣を添えるためにところどころに配した石や、堤防、橋脚などの工事のとき、水勢を弱めるために水中に投入する石も「捨て石」と呼ばれるのである。さらに囲碁で、自分の形勢を有利に導くためにわざと相手に取らせるように打つ石も言う。

　このような意味から、今すぐには効果はなく、むだなように見えるが、将来役に立つことを予想してする投資や予備的行為を言う比喩ひゆ的な意味が生じ、それが現在「捨て石」の最もポピュラーな意味となっている。つまり、将来の布石といった意味合いである。

　だが、「捨て石」本来の、用がなく捨て置かれる石という意味から転じた、大きな目的のために見捨ててしまう事柄、つまり犠牲の意味でも使われることもまったくないわけではない。「会社を守るためにここは君が捨て石になってくれ」などという言い方がそれである。




　野田発言の真意は、布石か犠牲か、いったいどちらの意味だったのだろうか。

　さらに付け加えると、その「捨て石」になる主体は発言の文脈からすると総理自身のことだと思うが、思い過ごしかもしれないが、われわれ国民にもそうしろと強いているような気がしてならなかった。しっくりこなかった最大の理由は、そこだったのかもしれない。







	

１．国語辞典。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。（『デジタル大辞泉』） ⏎












ことわざの誤解


　タイトルを見て、ほとんどの方は、また「情けは人のためならず」「流れに棹（さお）さす」などの話かとお思いになったかもしれない。だが今回はことわざそのものの意味のことではなく、ことわざの中で使われていることばを間違って理解しているものがあったという話である。

　“あった”というのは実は私自身のことで、いささか恥をさらすことにもなるのだが。というのも、『故事俗信ことわざ大辞典　第二版』（小学館、以下『ことわざ大辞典』）を読んでいて、ヘェーそうだったんだ、知らなかった！と思うことがしばしばあったのである。




　具体例を挙げてみる。

　まずは「灯台もと暗し」の「灯台」。何の疑問ももたずに、今まで岬の灯台だとばかり思っていた。だが、『ことわざ大辞典』には、灯火をともす台、つまり室内照明具のことだとあるではないか。なぜなら、「岬の灯台は遠方を照らし、洋上の船に位置の基準を示すもので、周囲を明るくするものではないから、比喩の理解に無理が生じる」というのである。言われてみれば確かにその通り。みごとにやられたといった感じである。

　「覆水盆に返らず」の「盆」もそうであった。何で「盆」、つまりトレーに水を入れるのだろうと不思議に思ってはいたのだが、深く追究することはしなかった。『ことわざ大辞典』には、「この場合の『盆』は、食器などを載せる盆ではなく、素焼きで浅めの容器をさす」と解説されている。長年の疑問が氷解したわけだが、変だと思ったことはすぐに調べなければいけないと反省もさせられた。

　もうひとつ、「年寄りの冷や水」の「冷や水」。「冷や水」は、冷水で水浴びをすることだと思い込んでいた。だが、『ことわざ大辞典』によれば、「冷や水」は「用例や江戸いろはかるたの絵札をみると飲料水」なのだそうである。つまり元来は、お年寄りが生水を飲むことをたしなめたことわざであったらしい。




　皆さんはご存じだっただろうか。

　私などは30数年辞書に関わってきたが、まだまだこの程度である。だからこそ日本語はおもしろいと言ってみても、負け惜しみにしか聞こえないかもしれない。


「他山の石」はどんな石？


　ちょっと前の話だが、当時小学生だった私の子どもが持って帰った「学校だより」に目を通していて、おやおやと思う表現を見つけた。

　他校で起きたいじめ問題に関して、本校ではそのような実態は認められないが、決して他山の石とせず、そのようなことが起きないように注意深く学校生活の様子を見守っていきたい、という内容であった。

　もうお気づきになった方も多いであろう。引っかかったのは「他山の石とせず」の部分である。「他山の石」は従来なかった意味で使われるケースが増えていることわざのひとつなのである。文化庁が実施した２００４（平成16）年度の「国語に関する世論調査」でも、本来の意味である「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」で使う人が26・８パーセント、従来なかった意味の「他人の良い言行は自分の行いの手本となる」で使う人が18・１パーセントという結果が出ていて、従来なかった意味で使う人の数が本来の意味で使う人の数に迫りつつある。もともとの意味は、ほかの山にある質の悪い石でも自分の玉を磨くのには役立つということなので、良い言行を手本にするという意味で使うのはやはり誤りということになる。




　ところが、「学校だより」の使い方は文化庁が調べた誤用とも違う、新しい（？）誤用と思われるのだ。文脈から考えると、「対岸の火事」「他人事」に近い意味で使っていると考えられるからである。最初は「学校だより」だけの誤用かとも思ったのだが、念のためにインターネットで検索してみると、「他山の石とせず」で何万件も引っかかるではないか。もちろん中には「他山の石とせず」の言い方が間違いであると指摘しているものもあるのだが。

　「他山の石」の誤用はかなり複雑になっているようで、改めて文化庁で実情にあった「世論調査」をしてもらいたいと思うのである。


枯れ木も山の賑わい


　人から宴席などに誘われたとき、「枯れ木も山の賑にぎわいと申します。ぜひおいでください」と言われたら、皆さんはどう感じるであろうか。

　私なら、何と失礼な言い方をするのだと怒ってしまうであろう。あるいは、そうか、この人はぼくのことをそう見ていたのか、どうせ自分はもう若くないからな、とすっかりいじけてしまうかもしれない。

　ところが、そう言われても腹を立てたりいじけたりしない人が増えているらしいのだ。


　というのは、２００４（平成16）年度の「国語に関する世論調査」では、「枯れ木も山の賑わい」を「人が集まればにぎやかになる」という意味で使う人が35・５パーセントもいるという結果が出たからなのである。しかもこれは従来なかった使い方をしている人の数なのである。

　「枯れ木も山の賑わい」の本来の意味は「つまらないものでも、ないよりはまし」ということである。この調査では本来の意味で使う人が38・６パーセントで、両者の数はあまり違いがないという驚くべき結果が出てしまったわけである。地域によっては、従来なかった意味を回答した人の割合のほうが多いところもあるようだ。

　勝手な想像だが従来なかった意味で使っている人は「賑わい」の部分ばかりに目がいって、「枯れ木」とあるのを見落としているのかもしれない。「枯れ木」とはもちろん枯れはてた木のことで、生気を失った樹木のことである。そんな木でも山に風情を添えるのに役立つというのが本来の意味なのである。




　自分のほうから「枯れ木も山の賑わいと言うから出席しましょう」と使うのなら何ら問題はない。だが、相手に対して使うのは失礼な言い方となるので、使い方にはじゅうぶん気をつけたいことばである。


映画館で「号泣」できる？


　「映画館で悲しい映画を見て号泣したことはありますか？」




　そう聞かれて、「ある」と答えたとしたら、その人はかなり勇気のある人だと思う。というのは、「号泣」の本来の意味は、大声をあげて泣き叫ぶということだからである。

　自宅で一人で映画を見ているときなら、大声を出して泣くこともあるかもしれない。だが、ほかの人がいる映画館で周囲もはばからずにそうすることはかなり勇気がいることだろう。

　「ある」と答えた人は、恐らく「号泣」は「激しく泣く」という意味のことばだと思っているのではないだろうか。しかしそれは、本来の意味ではない、間違った意味なのである。

　しかもその従来なかった意味が優勢になりつつあるらしいのだ。

　２０１０（平成22）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の意味である「大声をあげて泣く」で使う人が34・１パーセント、従来なかった意味の「激しく泣く」で使う人が48・３パーセントと逆転した結果が出てしまったのである。

　確かに最近は「号泣」を使いながら明らかに声を出して泣いてはいないな、と推察できるような文章や会話に出会う機会が多くなった。日本人は、声をあげて泣くことをしなくなってしまったのかもしれない。




　似たような意味の語に「慟哭どうこく」があり、「慟」も「哭」も大声をあげて泣くという意味である。だが、ともに常用漢字外の漢字であるせいか、この語もあまり使われなくなってしまった。

　最近の国語辞典では、まだ少数派ながら、「激しく泣く」という意味を、誤った使い方だとしながらも載せるものが出てきた。「映画館で号泣する」と言ったときに、違和感を覚えない人が今後さらに増えていく可能性は大きい。


“爆笑”問題


　タイトルと同じ人気お笑いコンビがいるが、彼らの話ではない。「爆笑」ということばの意味の問題である。

　手近なところに国語辞典がある方は、まず「爆笑」を引いていただきたい。いかがであろうか。「あれっ、そんな意味だったの？」とお思いになった方も多いのではないだろうか。

　大方の国語辞典には、「大勢の人がどっと笑うこと」といった意味が書かれていると思う。だが、たとえば「ラジオで太田光のトークを聞いて爆笑した」などという言い方を皆さんはしないであろうか。つまり、ひとりでも大声を上げて笑う場合に使うかどうかということである。これが、「“爆笑”問題」なのである。




　『日国』を見ると「爆笑」の用例は２例ある。一方の辻邦生『秋の朝 光のなかで』（１９７４年）の例は明らかに大勢がどっと笑う例である。だが問題は、もう一方の徳川夢声の『漫談集』（１９２９年）の例。「彼れ忽ち無我の境に這入って、呶鳴り、絶叫し、哄笑し、爆笑（バクセウ）しの盛況を呈して」とある。ちょっとわかりにくいのだが、個性的な無声映画の見習い活弁の話で、この活弁は不器用で、ガアガア野次るように怒鳴り、さらにはせりふに夢中になるとせりふ通りの仕草を始めるというのである。つまり前後から判断すると、「爆笑」しているのは観客ではなく活弁本人らしいのだ。

　ほかにも確実に「ひとり笑い」だといえる例は私も何例か見つけているのだが、なぜか今までの国語辞典ではその意味が無視されていたのである。

　勝手な想像だが「爆笑」の「爆」ははじけるという意味で、どっと笑う、つまり大勢が一度に笑うというのが本来の意味。だが、「爆」を単に激しいという意味にとらえて、ひとりでも激しく笑うという意味が新たに生まれたのではないだろうか。




　ほとんどの辞典はまだ「ひとり」の意味に対応していないのだが、補注などで近年ひとりの使い方も見られると記述する辞典も出始めている。“爆笑”問題が解決する日も近いのかもしれない。


笑えない「にやける」の話


　本来の意味で使っている人14・７パーセント、従来なかった新しい意味で使っている人76・５パーセント。

　何の割合かおわかりだろうか。これは２０１１（平成23）年度の「国語に関する世論調査」による、「にやける」ということばの使用実態である。

　この調査で少数派になっていることがわかった本来の意味は「なよなよしている」というもの。圧倒的な多数派は「にやにやする。薄笑いを浮かべる」という従来なかった意味で使っている。皆さんはいずれの意味で使っていただろうか。

　国語辞典で「にやける」を引いてみると、新しい意味を載せているものはまだまだ少数派といえる。私が調べた限りでは、『大辞泉』（小学館）が「若者言葉」として、『三省堂国語辞典　第６版』が「あやまって」として、この意味を紹介している。




　「にやける」が、「にやにやする」という従来なかった意味になったのは、間違いなく「にやける」の「にや」と「にやにやする」の「にや」との類似からだと思われる。にやにや笑うという意味の「にやつく」などという語との混同も考えられる。

　薄笑いをする「にやにや」は擬態語だが、「にやける」は「にやけ（若気）」という名詞が動詞化した語だといわれている。




　では「にやけ」とは何かというと、『日国』によれば、「鎌倉・室町時代頃、貴人の側にはべって、男色の対象となった少年」のことなのである。

　鎌倉時代初期の説話集『古事談』1に「長季ながすえは宇治殿若気也」などという用例もある。「宇治殿」というのは、平等院鳳凰堂を建立した摂政・関白藤原頼通のこと。

　これが後に、男が色めいた姿をしていることや、男が派手に着飾ったり、なまめき媚びるような態度をとったりすることを言うようになるわけである。いずれにしても「にやにやする」とは別語だったわけだ。




　だが、文化庁の調査結果を見る限りでは、４分の３の人が「にやにやする」と関連があると考えていることになる。ことばは変化するものだとはいっても、このままでは、自分の意図したことが相手に正確に伝わらなくなってしまうのではないかと危惧される。







	

１．鎌倉時代初期の説話集。六巻。源顕兼編。建暦２年（１２１２）から建保３年（１２１５）の間に成立。王道・后宮、臣節、僧行、勇士、神社・仏寺、亭宅・諸道の六篇に分類された上代、中古の説話四六一を収める。文体は和製の漢文体、仮名交り文など多様で、どの説話も短文で、資料の抄出が多い。「続日本紀」「往生伝」「扶桑略記」「江談抄」「中外抄」「富家語」など記録、談話録に取材する。（『日本国語大辞典』） ⏎












もうひとつの「割愛」の意味


　２０１１（平成23）年度の「国語に関する世論調査」は、本来の意味で使っている人の割合が極端に少ない語がいくつもあってけっこう話題になった。「割愛」もそのひとつで、惜しいと思うものを手放すという本来の意味で使っていた人は17・６パーセントしかいなかったのである。65・１パーセントの人が、不必要な物を切り捨てるという従来なかった意味で使っていたと報告されている。　

　「割愛」は元来、愛着の気持ちを断ち切るという意味の仏教語で、それから惜しいと思いながらも省略したり捨てたりするという意味が生じたのである。




　従来なかった「割愛」の意味が広まっていると聞いて、思い出したことばがある。「割愛申請書」というのだが、ご記憶の方もいらっしゃることであろう。１９９４（平成６）年に国会で天下り問題が論議されたとき（天下りが問題になったのは別にこのときだけとは　限らないであろうが）、このような申請書が存在したことが話題になったのである。

　「割愛申請書」とは、当時の建設省が天下り先の企業（ゼネコン）に採用後の待遇などを記入させて事前に提出させた申請書のことである。公務員が、ほかの自治体や民間企業などへ移る（天下りをする）ときは、有能な人材を手放していただくという意味合いがあるらしい。

　そのような意味の申請書を天下りの受け入れ先に提出させていた建設省の感覚は驚きであるが、「割愛」という語の意味そのものを考えると、単に不必要なものを切り捨てるという意味ではなく、惜しいと思うものを手放すという意味なので、間違って使ってはいない。もちろん、事の善し悪しは別ではあるが。

　「割愛申請書」そのものは、それが話題になった１９９４年６月３日の衆議院建設委員会の会議録（第５号）を読むと、前年の１９９３年の12月に一切提出を求めないようにしたと建設省の職員が答弁しているので、それを信じるならすでになくなっていたらしい。

　だが、辞典の中にはその意味が存在し続けているのである。私が調べた限りではその意味が記載されているのは『大辞林』（三省堂）『広辞苑』（岩波書店）だけなのだが、『大辞林』は１９９５年の第２版から、『広辞苑』は２００８年の第６版からその意味を追加しているので、明らかに「割愛申請書」が話題になったことを受けてのことであろう。


　「割愛申請書」はなくなっても、「割愛」という語は現在でも大学の教職員の異動などの際に使われることがあるらしい。これもまた一般人には理解に苦しむ使い方ではあるが、その意味の説明もまだまだ必要なのかもしれない。


「浮き足立つ」


　ちょっと前の話だが、週刊誌を読んでいて、こんな記事を見つけたことがある。タイトルは「ＮＨＫ有働うどうアナ『浮き足立つ』を誤用して神妙にお詫びした瞬間」というもの。

　その放送自体は見られなかったのだが、記事を読むと、ＮＨＫの有働由美子アナウンサーが司会を務める情報番組『あさイチ』の放送で、「浮き足立った話」を視聴者からファックスで募集したのだという。それはそれで別に問題はないのだが、「クライマックスシリーズで中日３連勝、中日ファンの私はまさに浮き足立っていました」とのファックスが届くなど、“ウキウキして落ち着かない”エピソードが次々と紹介されたのだそうだ。ところが、視聴者からの１枚のファックスで有働アナウンサーが「『浮き足立つ、の正しい意味は恐れや不安を感じて逃げ腰になる、落ち着きがなくなるという意味なんですよ』……私のマイ辞書にも、そのように書いてあります」と訂正とお詫びをしたのだという。

　ひところ女子アナの日本語力のひどさが取りざたされたが、別に有働アナウンサーの日本語力を問題にしようというのではない。




　では何かというと、この「浮き足立つ」の誤用が広まっているらしいということに注目したいのである。有働アナウンサーだけではなく番組スタッフも、“ウキウキした”内容のエピソードをファックスで送った視聴者も、間違った意味で使っていたという点に辞書編集者として興味がある。これほどまでに誤用が広まっている語だとは思わず、今までほとんどノーマークだったからだ。

　そんな目で実際にウキウキ気分の「浮き足立つ」を探してみると、ちゃんと（？）あるではないか。国立国語研究所の「現代日本語書き言葉均衡コーパス」から見つけたのだが、「たぶん、直前になってキャンセルが出たのだろう。ＪＲの切符を入手した私は、『北斗星に乗れる！』と浮き足立っていたのだが、そんなに甘くはなかった」（『システム管理者の眠れない夜』柳原秀基著、技術評論社）という誤用例である。

　ウキウキ気分を表す類似の語に「浮き立つ」があるのでそれとの混同かもしれないが、“要経過観察”の語がまたひとつ増えてしまった。


「暮れなずむ」


　このタイトルを見てすぐに海援隊の『贈る言葉』を思い出した方も大勢いらっしゃると思う。その歌は私が辞典の世界に飛び込んだ頃に流行っていて、編集部内で初版の『日国』に項目はあるが用例のない語だということでしばし話題になった記憶がある。その後重点的に用例を探して、『日国』の第２版で窪田くぼた空穂うつぼ、三島由紀夫、竹西寛子の用例が加わった。これらの例はすべて海援隊の歌よりも古い例なので、それほど新しいことばではないということがわかる。

　この「暮れなずむ」に少し前から本来なかった意味が加わりつつあるようなのだ。どういうことかというと、たとえば「公園はすっかり暮れなずんでいた」といった使い方である。

　「暮れなずむ」は、日が暮れそうでなかなか暮れないでいるというのが本来の意味である。ところが、右の「公園で～」という文章は「すっかり」という副詞が曲者なのだが、「日が暮れてしまった」という意味になってしまう。「暮れなずむ」は、暮れるという変化や事態の進行を表すことばではないのである。




　そもそも「なずむ」とは何かというと、『日国』によれば、人や馬が前へ進もうとしても、障害となるものがあって、なかなか進めないでいるという意味である。そして、それから転じて物事がなかなかうまく進行しなくなるということを表すようになる。漢字を当てるとすると、「泥む・滞む」となる。つまり、「暮れなずむ」は「暮れる」状態がなかなか進まないといった意味合いなのである。

　従って「暮れなずむ空」「暮れなずむ山々」といった言い方が最も適切で、「春の日は暮れなずんでいた」のような場合でも、暮れそうで暮れないという状態を意味しているのであれば正しいということになる。

　海援隊の歌の歌詞は典型的でわかりやすい例なので、それを覚えていれば使い方を間違えることはないであろう。


「破天荒」は文字にだまされてはいけない


　「破天荒な人生を送る」という文章を読んで違和感を覚えた方はどれくらいいらっしゃるだろうか。

　「破天荒」もまた、本来なかった間違った意味が広まっていることばのひとつなのである。２００８（平成20）年の「国語に関する世論調査」で、「彼の人生は破天荒だった」を、「だれも成し得なかったことをすること」という意味で使うか、「豪快で大胆な様子」という意味で使うかという質問に、後者の意味で使うと答えた人が64・２パーセントもいたのである。もちろん正しい意味は「だれも成し得なかったことをすること」である。だがこちらを使うと答えた人はわずか16・９パーセントであった。

　『日国』によれば、「天荒」とはまだ開かれてなく荒れて雑草などがはびこっている土地のことである。「破天荒」は中国唐代に官吏の採用試験の合格者が一人も出なかったために人々に「天荒」と呼ばれていた荊州けいしゅうから、大中年間（８４７～８６０）に劉蛻りゅうぜいという及第者が初めて出たことにより、それを「天荒を破った」と言われたという故事によるという。ここから、今までだれも行えなかったことを成しとげるという意味になったのである。

　従って「破天荒な試み」「破天荒な出来事」は前代未聞なという意味が正しく、豪快で大胆なという意味ではない。「破天荒な人生」も「破天荒な性格の持ち主」もどちらも間違った意味で使われた用法ということになる。




　「破天荒」が「豪快」とか「大胆」とかいう意味と結びついてしまったのは、恐らく「破」「荒」という漢字に惹かれてのことであろう。漢字表記だけで意味を類推してはいけないということなのかもしれない。


「あわやホームラン」は正しいか？


　最近はほとんど聞かなくなったが、以前はテレビやラジオの野球中継で、アナウンサーが「あわやホームラン！」などと叫んでいるのをよく耳にした。もちろんこの「あわや」は誤用なので、放送では意識して使わないようにしたのであろう。だが、インターネットでは、いまだにこれに類する誤用が検索に引っかかるのである。

　「あわや」という語は、危険などが身近に差し迫っているさまを表す語で、「あわや自転車にぶつかるところであった」などのように「あわや……する」という言い方で使われることが一般的である。

　この「あわや」は、古くは、何か事の起ころうとするときや驚いたときに発する感動詞であった。「ああまあ」とか、「ああっ」「あれっ」などといった意味合いである。たとえば、『日国』には『平家物語』1の用例が引用されている。




　「あやしのしづのを賤女しづのめにいたるまで、あはや法皇のながされさせましますぞやとて〔＝卑しい男女にいたるまで、『ああ、（後白河）法皇様がお流されになるぞ』と言って〕」（三・法皇被流）




　この場合の「あはや」は「ああ」という驚きの感動詞である。このようにこの語は、追い詰められたり緊張したりした場面での驚きを表していたことから、現在一般に使われるような危うくの意味の副詞としての用法が生じたのである。




　ところで、「あわや」には危機一髪のところで大事にいたらないですむというニュアンスもある。そのため、「あわやホームラン」は打者の側から見れば誤用だが、打たれた投手の側から見れば必ずしも間違いとは言えないということもある。このようなことから、ＮＨＫなどでは誤解を避けるために「あわや」を使わずに、「もう少しで」などと言うようにしているようだ。

　しかし、「あわやホームラン」は「もう少しでホームラン」と置き換えることはできるが、「あわや自転車にぶつかるところであった」の「あわや」を「もう少しで」に置き換えると、ニュアンスが違ってしまう。







	

１．鎌倉前期の軍記物語。「徒然草」には作者として後鳥羽院時代の信濃前司行長の名があげられているが、他にも諸説があり、作者・成立年ともに未詳。その成立経緯は複雑で、増補・改訂などふくめて多くの人々の関与が考えられる。一二世紀末の治承・寿永期（１１７７～１１８５）の動乱を素材に、平清盛を中心とする平家一門の興亡を軸としてとらえ、仏教的無常観を主題として、叙事詩的に描く。（『日本国語大辞典』） ⏎












“辛党”が好きなものは？


　「Ａさんは辛党だ」と言ったとき、皆さんはＡさんの好きな食べ物は何だとお考えになるだろうか。

　激辛のもの、あるいは、しょっぱい（塩辛い）もの、はたまた、お酒だろうか。

　正解は、お酒である。ところがこの「辛党」を、激辛のもの、しょっぱい（塩辛い）ものが好きな人という意味で使っている人が増えているようなのだ。インターネットで検索しても、その意味で使っている文章が数多く見つかる。

　だが、国語辞典で「辛党」を引くと、ほとんどの辞典は「酒類を好む人」といった意味になっているはずである。だから、辛い物好き、しょっぱい物好きという意味で使うのは誤りだということになって、話はそれで終わってしまいそうなのだが、実は即座にそう断定できない謎が存在するのである。




　というのは、「辛党」が酒好きの意味で使われるようになったのはそう古いことではなく、さらに辛い物好きの意味としてもけっこう古くから使われていたからである。『日国』の「辛党（酒好きの意）」の例は、中島梓の『にんげん動物園』（１９８１年、角川書店）の「極端に辛党なのも影響している」というもので、かなり新しく、しかも、ここからは酒を好む人という意味が読み取れないちょっと残念な例である。

　ところが、「『日国』友の会」という、『日国』第３版に向けて用例の投稿を公募したサイトには、『趣味の旅　名物をたづねて』（１９２６年、松川二郎著、博文館）「辛党、甘党それぞれ好みに従って調味せられる」や、『私は赤ちゃん』（１９６０年、松田道雄著、岩波新書）「固形食の味は、から党には塩気を多くし、甘党には甘味を多くしてやればよろしい」という辛い物好き、または、しょっぱい物好きの例が寄せられているのである。

　一方、酒好きの例は、『日国』には載せられなかったのだが、『にんげん動物園』よりも古い、種田山頭火の１９３５年の日記の例「私は酒も好きだが、菓子も好きになつた（中略）、辛いものには辛いもののよさが、甘いものには甘いもののよさがある、右も左も甘党辛党万々歳である」が今のところ初出例である。




　ほぼ同時代から酒好き、辛い物好き、しょっぱい物好きの例がありながら、なぜ酒だけに限定されてしまったのか、辛党を自認している私にとっても解けない謎である。


「悲喜こもごも」


　「大学受験真っ盛りである。全国各地の大学では、悲喜こもごもの合格発表が繰り広げられていることであろう」




　と、ここまで読んだところで、アレ？とお思いになった方も大勢いらっしゃるかもしれない。実は、冒頭の２行には、間違ったことばの使い方をしている箇所がある。どこかおわかりであろうか。

　答えは、「悲喜こもごもの合格発表」の部分。「悲喜こもごも」を、喜んでいる人と悲しんでいる人が入り乱れているという意味で使っているからである。

　「悲喜こもごも」は、悲しみと喜びとをかわるがわる味わうことや、悲しみと喜びとが入り交じることを言い、あくまでも一人の人間の心境を表現することばなのである。だから、今までもこのコラムで何回もお世話になっている国立国語研究所のコーパスを検索すると、「その日の警視庁は送る者、送られる者、悲喜こもごもの挨拶でごった返していた」（『三人の悪党』浅田次郎著、光文社文庫）などという用例が見つかるが、これなども限りなくアウトに近い。

　ではどういう使い方が正しいのかというと、たとえば、「昨年は自分にとって悲喜こもごもの出来事があった年だった」などといった具合である。




　「こもごも」は漢字では「交々」などと書き、多くのものが入り交じったり、次々に現れたりする意味を表す。「悲喜こもごもいたる」などという言い方をすることもある。

　だが、最近では誤って多人数の情景描写に使う人が増えてきたことから、ＮＨＫでは、「こういう古めかしい成句はなるべく使わない」（『ことばのハンドブック　第２版』）などとしている。報道では正しくかつすぐに理解できることばを使うべきであるという見地からすれば、確かにその通りなのであろうが、「古めかしい成句」をむやみに排除してしまうのも少し寂しいような気がする。




〔この項は、国立国語研究所とLago言語研究所が開発したNINJAL-LWP for BCCWJを利用しました。〕


「うがった見方」ってどんな見方？


　人と話をしているときに自分の意見を述べようとして、「うがった見方をするね」などと切り出すことはないだろうか。あるいは、相手の意見に対して、「それは少しうがちすぎた見方だね」などと言うことはないであろうか。

　だが、このような言い方は「うがった見方をする」の本来的な意味によった使い方ではない。では何が本来の意味かというと、「物事の本質をうまく的確に言い表す」（『大辞泉』）ということなのである。

　ところが、文化庁が発表した２０１１（平成23）年度の「国語に関する世論調査」では、本来の意味で使う人が26・４パーセント、従来なかった意味「疑って掛かるような見方をする」で使う人が48・２パーセントという逆転した結果が出てしまった。




　この逆転現象の背景には、「うがった」ということば自体を知らない人が増えているということがあるのかもしれない。「うがった」は「うがつ」という動詞で、漢字を当てれば「穿つ」である。そもそもこの漢字自体、けっこう難読語だと思う。「雨だれ（点滴）石をうがつ」の「うがつ」であると言えば、ああそうだったのかとお思いになる方もいらっしゃるであろう。「うがつ」は穴を開けるというのが本来の意味であるが、それが転じて、人情の機微に巧みに触れる、物事の本質をうまく的確に言い表すという意味になった。つまり、「うがった見方」はプラス評価として使われる語であり、相手の意見をプラスに評価して「うがった見方だね」などと言うのは正しいが、自分の意見を述べたり相手の意見を批判したりするときに使うのは本来的な言い方ではないことになる。

　しかし、原則はそうなのだが、文化庁の調査にもあるように「疑って掛かるような見方をする」の意味だと思っている人が増えているために、少数派ではあるが新しい意味を認めている辞典も出始めている。中でも保守派と目されている『岩波国語辞典』が「うがちすぎの見方」という言い方を認めているのは興味深い。

　この「うがつ」もまた、辞書編集者を悩ませることばになりそうな気がする。


「失笑」はどんな笑い？


　「場違いな発言に失笑する」と言ったとき、皆さんはどういう意味で使っているだろうか。「失笑」の本来の意味は、思わず吹き出して笑ってしまうことなのである。

　ところが、２０１１（平成23）年度の「国語に関する世論調査」では、思わず吹き出してしまうという本来の意味で使うという人が27・７パーセント、笑いも出ないくらいあきれるという本来なかった意味で使うという人が60・４パーセントと、逆転した結果が出てしまったのである。

　「失笑」の「失」はあやまってとか、やり損なってとかいった意味で、「失禁」「失言」の「失」と同じである。つまり、そんなつもりはないのについ、といった意味合いである。あきれるとか軽蔑するとかいった意味はない。もちろん、思わず吹き出す笑いには冷笑や嘲笑も含まれるだろうが、それに限定した笑いではないのである。　

　だが、なぜこのような逆転現象が生じてしまったのであろうか。




　以下はあくまでも推測である。「失笑」には「失笑を買う」という言い方があるのだが、その言い方にはあきれるという意味が込められていると勘違いして、「失笑」だけでも同じ意味になると思われるようになったのかもしれない。だが、「失笑を買う」は愚かな言動のために、ほかの人から笑われるといった意味で、あきれるという意味合いは、本来はないのである。

　それにしても、前述した「爆笑」もそうだが、どうして「笑い」に関することばは意味の揺れが生じやすいのだろうか。


「２年ぶりに出場」──前回の出場はいつ？


　読者から「ぶり」という語の使い方について質問を受けた。「何年ぶり」などと言うときの「ぶり」の数え方がよくわからないというのである。

　念のために「ぶり」の意味を確認しておく。辞書的な説明をすると、「時間を表す語について、前回と今回との間にそれだけの時間が経過したという意味を表す語」ということになるであろう。

　よくスポーツ大会などで「○年ぶりの出場」などという言い方をするが、たとえば２年ぶりといった場合、前回はいつになるであろうか。「ぶり」は満で数えるのが基本である。従って、２０１４年に「２年ぶりの出場」と言った場合は、２０１４から２年を引いた数で、その前の出場は２０１２年だったことになる。

　だが、たとえば２０１３年に出場して２０１４年にも出場した場合は、１年たってはいるが、「１年ぶりの出場」とは言わない。これは「ぶり」にはその前の状態が再び起こるという意味はあるが、年１回しかない催しの場合はその１年の間には出場の機会はないわけだからそう言わないのである。このような場合、ふつうは連続出場といった言い方をする。

　ここまでは、読者への基本的な「ぶり」の使い方に関する回答である。

　だが、この「ぶり」の使い方が最近どうも揺れているようなのである。蛇足ではあるがそのことに触れておく。




　ひとつは、「ぶり」にはそのことが起きることへの期待感が言外に含まれているので、「５年ぶりの大事故」といったような、よくないことには使わないとされてきた。ところが一部の辞典では、「好ましくないことにも使う」（『明鏡国語辞典　第２版』大修館書店）という注記が加わったのである。

　また、「ぶり」はある程度の時間を経て元の状態が再現されるという意味であるため、「着工以来10年ぶりに完成した」というような元の状態の再現ではない言い方も誤用だとされてきた。だが、ＮＨＫの『ことばのハンドブック　第２版』では、期待されている事柄であればこのような言い方も認めているのである。

　今後はこの揺れの扱いにも悩まなければならないようだ。


１時間おきに飲む薬は、いつ飲むのか？


　「２年ぶり」などの「ぶり」について前述したが、同じように時間を表す語について「３日おき」などと使う「～おき」も、実際にはどれだけの間隔なのかすぐにはわかりにくい語かもしれない。

　「おき」は、「ぶり」とは違って、時間だけでなく距離や数量を示す語とともに使われることもある。たとえば「１メートルおきに地面に棒を立てる」とか、「１段おきに階段を駆け上がる」とかいうような文章である。このような場合は、ものとものとの間（右の例では棒や段）に１メートルや１段という間隔を挟むことになるので誤解は少ないかもしれない。




　ところが、時間の場合はどうであろうか。たとえば、「８時から１時間おきに薬を飲む」といった場合、次に薬を飲むのは何時かというと、二通りの理解がありえるのである。つまり、８時から１時間挟んで次は９時に飲むという理解と、８時のあとに９時を挟んで10時に飲むという理解である。皆さんはどちらであろうか。

　実はこのような場合、どちらが正解かにわかに決めがたいのである。というのは、これが「１時間」ではなく「１日」だったらどうであろうか。「７月１日から１日おきに出かける」といった場合、毎日出かけるという人はいないであろう。間に出かけない日を１日おいて、３日、５日……と出かけるのではないか。これと同じだとすれば、「８時から１時間おき」は９時ではなく10時のように思える。だが、私の周辺の人に聞いてみると、９時と答える人のほうが多かった。１時間をある時刻ではなく、時の長さを表していると考える人のほうが多いのかもしれない。




　このように「おき」は時間を表す語との組み合わせによって理解が異なるという、不思議な語なのである。そのようなわけで短い時間の場合は誤解を避けるために、「○時間ごとに」などといった表現にするといった配慮も必要なのかもしれない。

　通常の国語辞典では、「おき」の解説は、数量を表す語についてそれだけの間隔をおいて規則的に繰り返される、とだけ説明しているものが多く、実際の使い方にまで言及しているものは皆無である。辞典の解説の仕方として、今後の研究課題である。


「おもむろに」はどういう動作？


　「おもむろに席を立つ」と言ったときの「おもむろに」を、皆さんはどういう意味だとお思いだろうか。もちろん正しい意味は、動き方がゆっくりしているさま、落ち着いて行動するさまということなのだが、これを「突然に」「不意に」の意味だと思い込んでいる人がけっこういるらしいのだ。

　以前、日本語にはその語の音おんから受ける印象で、意味を誤解させられてしまうものがあるらしいということで、「やおら」を取り上げたことがある（『日本語どうでしょう？　揺れる意味編』、「音にだまされてはいけない」）。これと同じで、「おもむろに」も「突然」「不意」という意味に感じられるような音を連想させているのであろうか。

　「おもむろに」は漢字を当てると「徐に」である。けっこう難読語かもしれないが、「徐」は「徐行」の「徐」で、ゆっくりという意味の漢字である。その「徐」だとわかれば、「突然」「不意」の意味だと思うことはないであろう。




　だが、もう一度冒頭に示した例文を読んでみてほしい。「おもむろに席を立つ」と言われると、ゆっくりなのか不意なのか、文脈からは意味を判断しにくいような気がしないでもない。これは、「おもむろに」を「やおら」に置き換えて、「やおら席を立つ」と言っても同様かもしれない。つまり、「おもむろに」や「やおら」は、その音だけでなく、本来の意味を知らずに文脈から意味を判断しようとすると、反対の意味に取れてしまう可能性も考えられるということなのである。

　このように「おもむろに」を誤解している人が増えているという実感があったため、私が編集を担当した『現代国語例解辞典』（小学館）では第４版（２００６年刊）から、「『突然に、不意に』の意で使われることもあるが誤用」という注記を入れた。

　意味に自信がなければ、まず辞書を引いていただきたい。それが誤用の広まりを防ぐ第一歩なのではないだろうか。


「敷居が高い店」はあるのか？


　菊池寛の『父帰る』（１９１７年発表）という戯曲をご存じだろうか。妻子を捨てて情婦と出奔した父親が、20年後に落ちぶれて帰ってきたために、家族一人ひとりに生じる複雑な心情を描いた作品である。母親と次男は父を迎え入れようとするが、家族の父親代わりでさんざん苦労をしてきた長男は父親を拒絶する。消沈して再び家から去ろうとする父親の独白にこんな一節がある。




　「夜になると毎晩家の前で立っていたんぢゃが敷居が高うてはいれなかったのぢゃ……併しかしやっぱり這入はいらん方がよかった」


　　

　まくらが長くなってしまったが、何を言いたかったのかというと、父親のせりふの中にある「敷居が高い」という慣用句に注目していただきたかったのである。

　この父親が言う「敷居が高い」は、自分の家族を捨てるという非道なことをしたため、家に入りにくい状態であることを語っている。「敷居が高い」とはこの父親の言うように、「相手に不義理をしたり、また、面目のないことがあったりするために、その人の家に行きにくくなる。また、その人に会いにくくなる状態をいう語」（『日国』）なのである。




　ところが、２００８（平成20）年度「国語に関する世論調査」では、「あそこは敷居が高い」を、『父帰る』のように本来の意味である「相手に不義理などをしてしまい、行きにくい」で使う人が42・１パーセント、従来なかった誤った意味の「高級すぎたり、上品すぎたりして、入りにくい」で使う人が45・６パーセントという逆転した結果が出てしまったのである。

　実際インターネットで検索すると、「あの店は高級すぎて敷居が高い」「初心者には敷居の高いスキー場」といったような「ハードルが高い」と混同したような用例が多数見つかる。

　従来なかった意味で使う人が増えているという文化庁の調査結果は無視できないのだが、今後国語辞典としては、程度や難度が高いという意味は間違いであるという、注記を載せる必要があるのかもしれない。
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